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〜気軽に読めて役に立つマネー情報をお届けします！〜 

確定申告で見逃せない、「所得控除」活用のポイント！ 

確定申告は、1年間の所得に対して適切に納税するためのものですが、納め過ぎた税金を

取り戻す重要な手続きでもあります。その中で大きな役割を果たすのが「所得控除」です。

所得控除とは、課税所得を減らす仕組みであり、正しく活用することにより、税負担を軽減

することができます。所得控除には15種類あります。主なものを確認しましょう。 

・基礎控除：本人所得2,500万円以下の人が対象。最大控除額は48万円。 

・配偶者控除：本人所得が1,000万円以下の人が対象。一般は最大38万円。70歳以上の配偶

者は最大48万円。配偶者の所得が48万円超133万円以下の場合は配偶者特別控除の対象に。 

・扶養控除：扶養家族の所得が48万円以下の場合対象。扶養者年齢により控除額は異なる。 

・社会保険料控除：支払った社会保険料全額を控除。 

・生命保険料控除：生命保険等の支払いがある場合、最大控除額は12万円。 

・小規模企業共済等掛金控除：小規模企業共済や確定拠出年金 

の掛金全額を控除できる。iDeCoの掛金もこの対象。掛金額を 

増やすと控除額も増えるため節税になる。 

・寄附金控除：国や自治体などへ寄附した場合、一定額を控除 

できる。「ふるさと納税」もこの控除対象。 

・医療費控除：一定額以上の医療費の支払いがある場合。 

確定申告では、忘れずに控除の確認を行うようにしましょう。 

日本では地域によって給与水準に大き

な差があります。都道府県別で賃金が高い

TOP5は、東京、神奈川、大阪、愛知の他、

もう一つはどこでしょうか？ 

 
１  埼玉 

２  千葉 

３  栃木 

 

（答えは次面にあります！） 

 

【投資知識強化月間！！】  

金融庁が発表した現在 NISA口座数は 

国民の 5人に 1人が口座保有をしている 

とのこと。（2024.6月末時点） 

ただ、まだまだ『投資ってどうなの？』 

とお声を多々頂きます。そこで、投資のイ

ロハと称し個別相談を強化しています! 

この先絶対必要な知識なので 

一緒に学んでいきましょう(^^♪ 

 



  

「安全性が高い資産に投資したい」「元本割れリスクを避けたい」…そんな方にお勧めな

のが「個人向け国債」です。国が発行する債券のため信頼性が高く、安全資産の置き場とし

て最適です。個人向け国債には以下の3種類があります。 

変動金利型10年満期（変動10年）：満期は10年。金利が半年ごとに見直される変動金利型で

す。 

固定金利型5年満期（固定5年）：満期は5年。購入時の金利が満期まで固定されます。 

固定金利型3年満期（固定3年）：満期は3年。購入時の金利が満期まで固定されます。 

 では、現在のような金利上昇局面では、どれを選ぶべきなのでしょうか？それは「変動10

年」です。変動金利型は市場金利が上昇した場合、保有している商品の金利も上昇し、受取

利子も増えていきます。一方、金利がピークに達したタイミング、または金利下落時は「固

定5年」や「固定3年」を選び、高い金利を固定する戦略 

が有効です。なお、個人向け国債の途中解約は、発行か 

ら1年経過後可能となり、直近2回分の利子相当額が差し 

引かれます。それでも、定期預金の途中解約よりは条件 

が良くなることが多いでしょう。金利のある世の中とな 

った今、安全資産の置き場所として、個人向け国債も一 

つの選択肢として考えてみてはいかがでしょうか？ 

個人向け国債、金利上昇時にはどれを選ぶ？ 

答えは ３ 

 

栃木です。栃木は愛知を抜いて第4位と

なっています。 

TOP5の順位は以下のとおり。 

1位東京 2位神奈川  

3位大阪 4位栃木  

5位愛知  

 

出典：厚労省 令和5年賃金構造基本統計調査の概況 

 

ｽﾀｯﾌの豊島です。 

先日懇意にさせて頂いているお客様と 

ついに実行!!(笑)美郷町のｺﾞﾏｼｵｷｯﾁﾝに 

行ってきました(^^♪ついつい個人的な 

話で盛り上がってしまいましたがｗｗ 

また行きましょうともお約束♪ 

ｶﾌｪ好きな方はぜひ 

お誘い下さい(^^)/ 

 ｻﾝﾄﾞｲｯﾁと悩みﾓﾛｯｺごはんに。 

落ち着く空間でついつい長居 

してしまった（笑） 

手書きのｺｰｽﾀｰも可愛い   

 

 


